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    8．  福祉電話設置事業 16．  外国人高齢者福祉手当支給事業

本 庄 市 （ 人口構成の変化） 熊 谷 市  深 谷 市

R5.6.1現在

人口      77,397人

65歳以上人口  22,653人

高齢化率    29.26％

・ 本市のこ れまでの人口推移をみると 、 わずかに減少傾向

 が続いている。

・ 年少人口（ 15歳未満） 及び生産年齢人口（ 15歳以上65歳

 未満） は微減で推移し ているも のの、 高齢者人口（ 65歳

 以上） はわずかに増加し ている。

・ 高齢者の人口増加はR22年度まで続く 予想。

R5.10.1現在

人口      192,553人

65歳以上人口  58,596人

高齢化率    30.43％

R5.10.1現在

人口      141,448人

65歳以上人口  42,674人

高齢化率    30.2％

行 田 市 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市

R5.10.1現在

人口      78,425人

65歳以上人口  25,747人

高齢化率    32.8％

R5.4.1現在

人口      58,892人

65歳以上人口  20,476人

高齢化率    34.8％

R5.4.1現在

人口      112,230人

65歳以上人口  34,600人

高齢化率    30.8％

R6.4.1現在

人口      53,757人

65歳以上人口  16,722人

高齢化率    31.11％

鴻 巣 市 上 里 町 美 里 町 神 川 町

R5.10.1現在

人口      117,658人

65歳以上人口  36,157人

高齢化率    30.7％

R5.10.1現在

人口      30,543人

65歳以上人口  8,858人

高齢化率    29.0％

R5.10.1現在

人口      10,829人

65歳以上人口  3,667人

高齢化率    33.9％

R5.10.1現在

人口      12,943人

65歳以上人口  4,314人

高齢化率    33.3％

本庄市及び周辺自治体高齢者福祉事業一覧
資料７



本 庄 市 熊 谷 市  深 谷 市
１ ． 要介護高齢者介護手当支給事業 ねたき り 老人等介護手当支給事業

【 事業内容】

・ 60歳以上の要介護4・ 5で、 在宅の者を介護し て

 いる同居の者に対し 月額8,000円の手当を支給

・ 4月、 8月、 12月にそれぞれ4ヶ 月分をまと めて

 支給

・ 16日以上入院・ 施設入所・ ショ ート ステイ が

 あっ た月は支給対象外

【 対象要介護高齢者】

・ 60歳以上の要介護4・ 5の要介護高齢者

・ 申請月から 支給対象になるため、 申請が遅

 れる事のないよう に事業周知が課題と なり

 ます。

・ 今後、 在宅の要介護4・ 5の高齢者が増加し

 ていく 中で、 対象要件事業内容について検

 討が必要と 考えます。

【 事業内容】

・ 65歳以上でねたきり 状態が6ヶ 月以上続いてい

 る高齢者又は重度の認知症高齢者を在宅で介護

 し ている方に月額5,000円を支給

・ 支給月： 9月3月の年2回

【 対象要介護高齢者】

・ 65歳以上でねたきり 状態が6ヶ 月以上続いてい

 る高齢者又は重度の認知症高齢者

【 対象事業なし 】

（ R5年度） 延べ478件 

（ R4年度） 延べ435件 （ R3年度） 延べ442件

（ R5年度） 193人 

（ R4年度） 214人 

行 田 市 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市
在宅重度要介護高齢者等介護手当 在宅要介護高齢者手当

【 事業内容】

・ 重度の要介護状態により 介護を 必要と する方を 現に

 在宅で介護し ている方に月額5,000円を 支給

【 対象要介護高齢者】

・ 行田市に実際に住んでいて、 6ヶ 月以上行田市に継

 続し て住民票がある40歳以上で、 要介護4または要

 介護5の要介護認定を 受けた状態が6ヶ 月以上続いて

 いる方

・ 介護保険料を 滞納し ていない方

・ 市県民税が課税さ れていない方

【 事業内容】

・ 市内に住所を有し 、 65歳以上で要介護4又は要介護5と 認

 定さ れた後、 6ヶ 月以上続いている方本人に月額10,000円

 を支給

【 対象要介護高齢者】

・ 市内に住所を有する65歳以上で、 介護保険法による要介

 護4または5と 認定さ れた後6か月以上経過し ている方で、

 月の初日から 末日までの期間、 施設等に入所または入院

 し ている方は非該当

・ 介護保険料の未納のない方

・ 生活保護を受給し ていない方

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】

（ R5年度） 81人（ R5.12)

（ R4年度） 107人

（ R5年度） 336延べ人数 

（ R4年度） 341延べ人数 

鴻 巣 市 上 里 町 美 里 町 神 川 町
在宅要援護高齢者介護者手当 要介護高齢者介護手当事業 在宅重度要介護高齢者介護手当 要介護高齢者介護手当支給事業

【 事業内容】

・ 在宅の要援護高齢者を 常時介護し ている者に手当を 支給

・ 支給額： 月5,000円

・ 支給月： 9月（ 1月～6月分） ・ 3月（ 7月～12月分）

【 対象要介護高齢者】

 65歳以上の要介護4・ 5と 認定さ れた方（ 要援護高齢者） で在宅も し く

 は入院中

【 支給対象者】 次の要件全てを 満たす方

・ 要援護高齢者と 市内において継続し て1年以上同居（ 生計を 一にし 、 住

 民票で世態の構成が同一の事を さ す） し 、 3ヶ 月を 超えて介護し ている

 方1名

・ 介護保険料を 滞納し ていない方

・ 在宅重度障害者手当を 受給し ていないこ と

・ 介護者が要介護2～5の認定を 受けていないこ と

【 事業内容】

・ 在宅で介護し ている家族の方に月額7,000円支給

【 対象要介護高齢者】

・ 介護保険による要介護認定3∼ 5の認定を受けた

 65歳以上の要介護者(要介護3については要介護

 認定時の主治医意見書に記載さ れた認知症高齢

 者自立度が3b以上の方）

【 事業内容】

・ 重度の要介護高齢者を在宅で介護し ている家族

 の方に月額8,000円支給

【 対象要介護高齢者】

・ 介護保険要介護認定が4または5の高齢者、 若し

 く は要介護認定が3で重度の認知症高齢者（ 昼夜

 逆転、 徘徊等）

【 事業内容】

・ 要介護4･5の認定を受けている65歳以上の方を

 在宅で常時介護し ている方に月額8,000円を支給

【 対象要介護高齢者】

・ 要介護4･5の認定を受けている65歳以上の在宅

 者

（ R5年度） 延べ316人 

（ R4年度） 延べ326人 

（ R5年度） 59人  （ R5年度） 22人  （ R5年度） 25人 

（ R4年度） 22人 

懸案事項



本 庄 市 熊 谷 市（ 社協）   深 谷 市
２ ． 要介護者紙おむつサービス事業 紙おむつ支給事業 おむつサービス

【 事業内容】

・ 家族介護支援を目的と し て月１ 回、 紙おむつ等 

 を給付、 限度額 月4,500円（ 限度額を超えた分

 は自己負担）

・ 対象者が市民税所得割課税世帯に属し ている場 

 合は、 費用の１ 割を負担

【 対象要介護高齢者】

・ 40歳以上の要介護4・ 5で在宅の者で失禁状態に

 ある方

・ 国の方針では、 第9期介護保険事業計画期間にお

 いて市町村特別給付等への移行を含めた計画的

 な事業の廃止・ 縮小に向けた取組を着実に実行

 するこ と と さ れています。

 こ の方針を踏まえつつ、 市町村特別給付等への

 移行を含め、 事業の継続に向けて内容等を検討

 する必要があると 考えます。

【 事業内容】 支給・ 費用無料

・ 紙おむつ及び尿取り パッ ド を支給

・ 紙おむつのみを支給

・ 尿と り パッ ド のみを支給

・ 費用： 無料

【 対象要介護高齢者】

・ 要介護4・ 5に認定さ れている方で常時おむ

 つを必要と する在宅生活者

【 事業内容】

・ おむつを 月１ 回、 配送により 支給

・ 支給限度額4,500円/月

 （ 市民税課税世帯は4,050円/月）

【 対象要介護高齢者】

・ 在宅で常時失禁状態にある方で、 要介護3（ 排尿・ 排 

 便全介助） または要介護4・ 5の方

・ ３ 歳以上で身体障碍者手帳の1,2,３ 級または療育手帳

   Ⓐ,A,Bの方（ 高齢者でも 手帳を 所持し ている場合、

   更新のない手帳を 優先し ます）

（ R5年度）  延べ1,557件 

（ R4年度）  延べ1,487件 （ R3年度）  延べ1,410件

行 田 市 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市
紙おむつ支給事業 家族介護用品支給事業 家族介護用品支給事業 家族介護用品支給事業

【 事業内容】

・ 紙おむつ及び尿取り パッ ド を支給

（ 委託業者による戸別宅配）

【 対象要介護高齢者】

・ 40歳以上で市の介護保険に加入し ている 要介護

 ３ 以上の方

・ 施設に入所、 入居または病院等に入院し ていな

 い方

【 事業内容】

・ 紙おむつ及び紙おむつ用ゴミ 袋を支給

（ 委託業者による配布）

【 対象要介護高齢者】

・ 市内に住所を有し 、 市民税非課税世帯に属する

 方で在宅要介護高齢者手当を受給し ている方

【 事業内容】

・ 紙おむつ、 尿取り パッ ド 等の介護用品を 現物支給

 上限6,300円/月

【 対象要介護高齢者】 次の要件を すべて満たす方

・ 身体又は精神の障がいに等により 排せつ等の介護を

 必要と するこ と

・ 要介護の認定を 受けているこ と

・ 市内に住所を 有し 、 市民税非課税世帯に属するこ と

・ 在宅で家族等による 介護を 受けているこ と

【 事業内容】

・ 紙おむつ又は紙パンツ及び尿と り パッ ド の介護

 用品を支給

【 対象要介護高齢者】

・ 在宅で市民税非課税世帯に属する方で要介護4ま

 たは5の高齢者等

（ R5年度）  255人（ R5.12)

（ R4年度）  269人

（ R5年度）  延べ401人 

（ R4年度）  延べ391人 

（ R5年度）  40人

（ R4年度）  62人

（ R5年度） 紙おむつ延べ122人、 紙パンツ延べ201人、 尿と り パッ ト 延べ313人

（ R4年度） 紙おむつ延べ119人、 紙パンツ延べ178人、 尿と り パッ ト 延べ272人

鴻 巣 市 上 里 町（ 社協） 美 里 町 神 川 町
重度要介護高齢者紙おむつ等支給事業 在宅高齢者等紙オムツ配布事業 在宅重度要介護高齢者紙おむつ等サービス 紙おむつ支給

【 事業内容】 限度額月3,000円

・ 在宅等の方は、 限度額以内の紙おむつを 家庭に配達

・ 入院中で病院の紙おむつを 利用し ている 方で、 それが分かる 書

 類の写し を 提出さ れた方には、 限度額内のおむつ代を 支給

・ 小売店等で購入し た紙おむつ等も 領収書等を 提出さ れた方は限

 度額内のおむつ代金を支給

【 対象要介護高齢者】 65歳以上の方で次の要件を 全て満たす方

・ 要介護4または5の方、 要介護3で排尿排便が全介助の方、 も し く

 は、 3ヶ 月を 超えて入院し ている 方で同程度の方

・ 介護保険料を 滞納し ていない方

・ 介護保険施設に入所の方は除く

（ 特別養護老人ホーム・ 老人保健施設・ 介護医療院等）

【 事業内容】

・ 紙おむつを年に１ ～２ 回希望者へ配布

・ 費用： 無料

【 対象要介護高齢者】

・ 在宅で紙おむつ等を必要と する高齢者等

 ※令和5年度にて本事業は終了。 令和６ 年 

 度以降の補助事業は現在検討中。

【 事業内容】

・ 紙おむつ等が必要な状態にある方へ、 毎月１ 回

 配布

・ 費用： 経費の１ 割

（ 月額7,000円を超える部分は自己負担）

【 対象要介護高齢者】

・ 介護保険要介護認定が4または5で65歳以上の方

・ 在宅で紙おむつが必要な状態の方

・ 住民税非課税世帯に属する方

【 事業内容】

・ 紙おむつを必要と する在宅で暮ら す方に紙おむ  

 つを3回支給

【 対象要介護高齢者】

・ 介護保険要介護認定が4･5の認定を受けている在

 宅者

・ 町民税非課税者

（ R5年度）  延べ1,760人

（ R4年度）  延べ1,686人

（ R5年度)１ 回目・ 配布人数： 150人

                ２ 回目・ 配布人数： 162人

（ R5年度）  ５ 人  （ R5年度）    37延べ人数    

（ R4年度）  41延べ人数  

懸案事項



本 庄 市 熊 谷 市  深 谷 市（ 社協）
３ ． 要介護高齢者訪問理美容サービス事業 訪問理美容サービ ス

【 事業内容】

・ 理容師、 美容師が居宅を訪問し て理美容サービ

 スを年度内４ 回まで提供

・ 費用： 無料

【 対象要介護高齢者】

・ 介護保険で要介護4・ 5に認定さ れている60歳以

 上の在宅の要介護者で、 理美容店へ行く こ と が

 出来ない方

・ 事業協力店舗の減少が顕著

・ サービスを継続するにあたり 契約金額や、

 委託内容・ 利用者負担の有無などについて

 も 検討が必要であると 考えます。

【 対象事業なし 】 【 事業内容】

・ 理容師、 美容師が居宅を 訪問し て理美容サービスを

 提供

・ 利用限度： 年4回まで

・ 費用： 1,000円

【 対象要介護高齢者】

 在宅の寝たき り 高齢者等で以下に該当する方

・ 身体障害者手帳（ 肢体不自由） 1級または2級

・ 介護保険で要介護4、 要介護5に認定さ れている方

（ R5年度） 89人 利用のべ件数167件 1回4,100円

（ R4年度） 91人 利用のべ件数140件 

（ R3年度） 94人 利用のべ件数149件 

行 田 市（ 社協） 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市
訪問理美容 羽生市ねたき り 老人等訪問理髪サービ ス

【 事業内容】

・ 訪問理美容サービス利用者に2,500円を支

 給。 募金から の配布で行っ ているため、

 毎年10月から 3月の間で実施

【 対象要介護高齢者】

・ 要介護3～5に認定さ れている方

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 事業内容】

・ 理容師、 美容師が自宅を 訪問し てサービ スを 提供

・ 利用限度は年４ 回、 １ 回につき 2,500円を 限度額と

 し 助成する 。

【 対象要介護高齢者および身体障害者】

・ 65歳以上で、 疾病等により 、 ねたき り 状態、 又は、

 重度の認知症であっ て、 その状態が6ヶ 月以上継続

 し ている方。 ※ただし 、 施設入所し ていない方

・ 18歳以上で身体障害者手帳の交付を 受け、 障害程度

 が1級又は2級の方

（ R5年度） 3人

（ R4年度） 6人

（ R5年度） 利用者数 11人

（ R4年度） 利用者数 12人

鴻 巣 市 上 里 町 美 里 町 神 川 町
重度要介護高齢者等訪問理容・ 美容サービス 要介護高齢者訪問理美容サービス事業 訪問散髪サービス 訪問理髪サービ ス

【 事業内容】

・ 理容師・ 美容師が居宅を 訪問し て理美容サービスを

 受ける時に、 １ 回あたり 4,000円を 補助

（ 出張費を 含む散髪代と 補助額と の差額は自己負担）

・ 利用限度： 年４ 回まで

【 対象要介護高齢者】

・ 65歳以上の在宅かつ介護保険料を 滞納し ていない方

 で、 介護保険で要介護4、 要介護5に認定さ れている

 理美容店へ行く こ と が困難な方

【 事業内容】

・ 理容師・ 美容師が居宅を 訪問し て理美容サービスを

 提供。

・ 利用限度： 年２ 回まで

・ 費用： １ 回あたり 5,000円を 補助

【 対象要介護高齢者】

・ 介護保険における要介護認定3～5の認定を 受けた65

 歳以上の要介護者（ 要介護3については要介護認定

 時の主治医意見書に記載さ れた認知症高齢者自立度

 Ⅲb以上の方）

【 事業内容】

・ 自宅へ訪問し て散髪サービスを提供

・ 利用限度： 年4回まで

・ 費用： 500円/回

【 対象要介護高齢者】 以下に両方該当する方

・ 介護保険要介護認定が4または5の方で65歳

 以上の方

・ 在宅で、 理容店へ出向く のが困難な方

【 事業内容】

・ 自宅へ訪問し て散髪サービスを提供

・ 利用限度： 年２ 回まで

・ 費用： 500円/回

【 対象要介護高齢者】 以下に両方該当する方

・ 65歳以上で居宅において生活し 、 介護保険要介

 護認定が4または5で常時臥床状態の方

（ R5年度) 利用者数延べ73名

（ R4年度) 利用者数延べ102名

（ R5年度） ・ 利用券支給者 23人

・ 発行枚数 46枚（ 2枚/人） ・ サービス利用数 27枚

（ R５ 年度）  利用者数４ 名  （ R5年度) 利用者数0 名

（ R4年度) 利用者数１ 名 

懸案事項



本 庄 市 熊 谷 市  深 谷 市
４ ． 高齢者入浴料助成事業 健康入浴事業

【 事業内容】

・ 市内の余熱利用施設「 湯かっ こ 」 の入浴券を助

 成

・ １ か月当たり ５ 回分 ・ 費用： 無料

【 対象要介護高齢者】 次のいずれにも 該当する方

・ 入浴設備（ 浴室またはシャ ワー室） がない又は

 故障により 使用できない住居に住んでいる方

・ 申請の日において65歳以上であり 市県民税非課

 税世帯に属し ている方

・ 児玉地域にあっ た施設が閉館し てし まい、 現在

 利用施設が本庄地域の「 湯かっ こ 」 １ カ 所の

 み。

・ 他の利用施設の検討も 含め事業内容等について

 検討が必要であると 考えます。

【 事業内容】

・ 公衆浴場（ 市内の桜湯） の入浴料金の一部

 を助成する入浴券を交付

・ 費用： 自己負担額100円 77歳以上は無料

・ 交付枚数： 自宅に入浴設備がある方 月１ 枚

      自宅に入浴設備がない方 月４ 枚

【 対象要介護高齢者】

・ ６ ５ 歳以上の方

【 対象事業なし 】

（ R5年度） 10人 384延べ件数 

（ R4年度） 15人 638延べ件数 

（ R3年度） 17人 769延べ件数 

（ R5年度） 4,363 延べ件数

行 田 市 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市
敬老入浴事業

【 対象事業なし 】 【 事業内容】

・ 入浴券を交付 一律年度12枚/人 

（ 市内２ カ 所）

【 対象要介護高齢者】

・ 市内に住所を有する６ ５ 歳以上の方

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】

（ R5年度） 延べ利用者数 3,194人

（ R4年度） 延べ利用者数 3,148人

鴻 巣 市 上 里 町 美 里 町 神 川 町

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】

懸案事項



本 庄 市 熊 谷 市  深 谷 市
５ ． 緊急通報システム事業 あんし んコ ール事業 緊急通報システム

【 事業内容】

・ 緊急通報システムを 対象者の住宅の固定電話に設置

・ 急病や事故等の理由で緊急に他者の援助が必要と なっ たと き 、

 緊急ボタ ン を 押すと オペレ ータ ーにつながり ます

・ 毎月１ 回電話によ る 安否確認を 実施

・ 費用： 電話料金や付属のペンダン ト 等を 紛失し た場合の機器料

    金は利用者負担。 市民税所得割課税世帯は、 システム機

    器利用料の１ 割（ 月額203円） を 負担

【 対象要介護高齢者】

・ おおむね65歳以上の単身高齢者で、 身体上慢性的な疾患等によ

 り 日常生活を 営む上で常時注意を 要する 方

・ ひと り 暮ら し の高齢者や日中独居者のシステム利用

 希望者は多いも のの、 市の設置基準に該当し 、 設置

 出来るケースは少ない。

・ 設置する際に親族等の緊急連絡先がないなどのケー

 スも あり 、 長期入院時や死亡により 解約時に機器を

 回収出来ないケースも 考えら れるため、 取扱等の検

 討が必要です。

・ ひと り 暮ら し の見守り サービ スについて、 緊急通報

 システム以外のサービスも 検討し たいと 考えます。

【 事業内容】

・ ひと り 暮ら し 高齢者や身体障害者の方の緊急事態に迅速に対応

 し 、 その他にも 健康相談や見守り 活動を 行う 機器装置（ 携帯型

 ボタ ン ・ 本体） を対象者の住宅の固定電話に設置

・ 費用： 無料 （ 固定電話回線が必用）

・ 通信料等、 システムに係る 電気代は自己負担

・ 合鍵預かり

【 対象要介護高齢者】

 慢性的な疾患等によ り 常時注意が必要な以下に該当する 方

・ 65歳以上で、 ひと り 暮ら し 、 または寝たき り 状態の方

・ ひと り 暮ら し の重度身体障害者

【 事業内容】

・ 急な体調不良の際に、 事前に設置し た通報装置や無線ペンダント

 を押すと ガード マンがかけつけ、 迅速に救護活動につなぎます。

  ・ 費用： 対象者②③④については利用者負担あり

【 対象要介護高齢者】 次の要件１ 及び２ を満たす方

１  65歳以上または身体障害者手帳1∼ 3級を受けており 、 かつ、 慢 

  性的な病気等で常時注意が必要な方

２  ①ひと り 暮ら し の方

  ②同一敷地内に親族が居住し ているひと り 暮ら し の方

  ③同居し ている親族が就労、 就学のため日中不在と なる方

  ④同居し ている親族が６ ５ 歳以上で慢性的な病気等があり 、 常

   時注意が必要な方

（ R5年度） 24人 317延べ利用件数

（ R4年度） 29人 371延べ利用件数

（ R3年度） 29人 364延べ利用件数

（ R5年度） 新規登録 42台    設置累計 315台

行 田 市 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市
在宅高齢者緊急通報システムサービス 緊急通報システム事業 緊急通報システム整備事業 緊急通報システム事業

【 事業内容】

・ 急病・ 事故等による緊急時に速やかに救助を受けら れる

 よう に、 自宅に緊急通報システム装置（ 固定型又は携帯

 型） を設置

・ 費用：

 市民税課税世帯 固定型400円 携帯型1800円（ 税別）

 市民税非課税世帯 固定型40円  携帯型1440円（ 税別）

【 対象要介護高齢者】 次のいずれかに該当する方

・ 65歳以上のひと り 暮ら し 高齢者

・ 65歳以上のねたきり 高齢者を抱える高齢者のみの世帯

【 事業内容】

・ 緊急時に無線発信器を押すだけで消防署に通報する緊急

 通報装置を設置

【 対象要介護高齢者】

・ 同一建物内に通報できる親族が同居し ておら ず、 身体上

 の慢性的な疾患等により 日常生活を営む上で常時注意を

 要する概ね65歳以上の高齢者又は重度障害者（ 無料）

・ 身体的に緊急を要する持病等はないが、 ひと り 暮ら し （ 昼

 間、 夜間のみ１ 人になる方を含む） で不安を抱えている高

 齢者（ 有料）

【 事業内容】

・ 緊急時にボタ ンを押すこ と で、 コ ールセンタ ーを通じ て救急車両を呼ぶ

 こ と ができ る緊急通報システム用機器の無料貸与を実施

【 対象要介護高齢者】

 以下の①から ③の全てにあてはまるおおむね65歳以上の市民

①次のいずれかに該当する方

 ア ひと り 暮ら し の高齢者

 イ  ねたき り の高齢者を介護する高齢者のみの世帯の方

 ウ 身体障がい者世帯の方

 エ 同居し ている者の就労等により 、 おおむね１ 日８ 時間以上かつ週5

   日以上、 ア～ウに準ずる状態にある方

②慢性的な疾患などのため、 常時注意を要する状態にある方

③自宅に固定電話がある方

【 事業内容】

・ 自宅から ボタ ンひと つで受信センタ ーに通報さ れ、

 看護師によ る相談及び救急要請でき る「 緊急通報シ

 ステム」 を 設置

・ 設置料  5,000円（ 生活保護受給者は０ 円）

・ 使用料 自己負担（ 実通話料等）

【 対象要介護高齢者】

・ 1人暮ら し 等の高齢者で身体上慢性疾患等により 常

 時注意を 要する方

（ R5年度） 新規登録30人（ R5.12) 設置累計365人（ R5.12）

（ R4年度） 新規登録37人     設置累計363人

（ R5年度） 380台

（ R4年度） 373台

（ R5年度） 134 台

（ R4年度） 132台

（ R5年度） 新規登録 31台  設置累計 196台

（ R4年度） 新規登録 40台  設置累計 210台

鴻 巣 市 上 里 町 美 里 町 神 川 町
高齢者あんし んみまも り サービス 緊急通報システム事業 緊急通報システム事業 緊急通報システム事業

【 事業内容】

・ 市の委託業者が行う 指定の見守り サービスを 利用し た際の利用料の全部

 又は一部を市が負担（ Iot電球等による見守り 、 定期的な訪問・ 電話での

 見守り 、 緊急通報 機器の設置のサービス） いずれかを １ つ選択

・ 補助金： 上限月2,000円（ 税込み）

 ※上限額を超える利用量・ 通信料・ 電気料金等は利用者負担

【 対象要介護高齢者】

・ 次のいずれかに該当する方で、 いずれも 同一敷地内または同一建

 物内に居住する65歳以未満の親族等がいない方が対象

・ 65歳以上の在宅のひと り 暮ら し の方

・ 65歳以上の方のみで構成さ れている世帯に属する在宅の方であっ て、

 日常生活に不安のある方

【 事業内容】

・ 緊急時にボタ ン を 押すこ と で、 コ ールセン タ ーを 通じ て救急車両

 を 呼ぶこ と ができ る緊急通報システム機器の無料貸与を 実施

【 対象要介護高齢者】

 町内に住所を有し 、 以下の①から ③の全てにあてはまる 方。

①次のいずれかに該当する 方

 ア 65歳以上のひと り 暮ら し の高齢者

 イ  ねたき り の高齢者を介護する 65歳以上の高齢者のみの世帯の方

 ウ ひと り 暮ら し の重度身体障がい者

②慢性的な疾患などのため、 常時注意を 要する 状態にある 方

③自宅に固定電話がある 方

【 事業内容】

・ 急病などにより 救急活動や相談等を 必要と すると  

 き 、 自宅内に設置さ れた通報装置を 利用するこ と に

 より 、 速やかに救急活動および援助が受けら れます

【 対象要介護高齢者】 以下の両方に該当する方

・ 在宅で65歳以上のみの世帯

・ 身体上慢性的な疾患等により 、 日常生活を 営む上で

 常時注意を 必要と し 、 緊急時の通報が困難な方

【 事業内容】

・ 身体の具合が悪い時や発作などの緊急時に、 緊急ボタ ンを 押すと 緊急

 通報センタ ーにつながり 救急車の手配などを し ます。 また、 緊急通報

 センタ ーから 電話により 月に1回「 お元気ですか?」 の安否確認を 実施

・ 費用 機器の設置費や使用料は無料

【 対象要介護高齢者】

・ 次のいずれかに該当する方。 ただし 、 同一敷地又は隣接敷地に緊急時

 に適切な対応が可能と 認めら れる親族のいる方や社会福祉施設に居住

 する方は対象外

・ 65歳以上のひと り 暮ら し の方

・ 常時臥床状態の方と 65歳以上の方と で構成さ れる世帯の方

・ 重度障害者と 65歳以上の方と で構成さ れる世帯の方

・ 緊急時に適切な対応が困難と 認めら れる方と 65歳以上の方と で構成さ

 れる世帯の方

345人（ R6.4.1時点利用中） R5年度利用者数： 13人（ う ちR5新規1人） （ R５ 年度） 51台 （ R5年度） 55台

懸案事項



本 庄 市 熊 谷 市  深 谷 市
６ ． 徘徊高齢者探知事業 徘徊高齢者探索サービス事業 徘徊高齢者探索サービス（ 大里広域市町村圏組合要綱） 徘徊者探索システム（ 深谷市要綱）

【 事業内容】

・ 徘徊行動のある認知症高齢者が居場所が不明になっ たと

 き 、 家族等が電話又はイ ンタ ーネッ ト で位置確認の問い

 合わせをするこ と が出来る携帯用端末の貸与を実施

・ 初期費用以外の基本料金等は利用者負担

・ 家族等が出向けない場合には、 現場急行サービスを受け

 るこ と が可能

・ 費用： 基本月額料金 1,320円/月 

    現場急行サービス 11,000円/1回 ほか

【 対象要介護高齢者】

・ おおむね65歳以上の在宅の認知症高齢者

・ 所持し ても ら う 機器が縦8.4㎝×横4.6㎝×厚さ

 1.6㎝、 重さ 67ｇ と いう 大きさ のため、 対象者が

 持っ て出ない可能性も 考えら れます。

 高機能ではあるが、 充電やボタ ン操作などの扱

 いが高齢者には難し い面も あり ます。

・ 徘徊高齢者等見守り 事業のシールと 共に、 必要

 な方や御家族に利用し ても ら えるよう に周知を

 行う 必要があり ます。

【 事業内容】

・ 認知症によ り 徘徊行動のある 方に常時GPS端末を 所持し ても ら

 い、 行方不明時にご家族から の依頼で現在位置を 探索し てお知

 ら せするサービ スを 提供

・ 家族等が出向けない場合には、 現地急行と 保護の依頼も 可能

・ 費用： 基本月額料金 1,320円/月 

    電話位置情報照会手数料 200円/1回 ※2

    バッ テリ ー交換代金 2,310円 ※2

    現地急行サービ ス 11,000円/1回 ※2 ほか

 ※1 介護保険者である大里広域市町村圏組合の予算で実施。

 ※2 利用者負担

【 対象要介護高齢者】  ・ 65歳以上の在宅の認知症高齢者

【 事業内容】

・ 徘徊行動のある 対象者がGPS端末機を 常時所持する こ と によ  

 り 、 その者の位置情報がイ ンタ ーネッ ト 検索、 または警備会社

 への電話連絡で確認でき る 。 また家族等が出向けない場合に

 は、 現地急行と 保護の依頼も 可能

・ 費用： バッ テリ ー交換代金 2,310円 

【 対象要介護高齢者】

・ 在宅で徘徊行動があり 、 外出時に家に帰るこ と ができ ない次の

 いずれかに該当する 方

・ 65歳以上の方（ 大里広域市町村圏組合要綱）

・ 要介護認定のある 40歳～64歳の方（ 深谷市要綱）

・ 知的障碍児・ 者（ 深谷市要綱）

（ R5年度） 1人 （ R4年度） 2人 （ R3年度） 5人 （ R5年度）  新規申込件数 3件

（ R4年度）  新規申込件数 9件
 

行 田 市 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市
徘徊高齢者等位置探索サービ ス 徘徊高齢者探知事業 行方不明高齢者等早期発見支援事業 位置探索サービス 徘徊高齢者等位置探索サービス事業

【 事業内容】

・ 徘徊高齢者等の位置情報を 探索出来る 端末機器を

 貸与

・ 費用： 加入料金、 付属品代金について市が負担

    基本料金月額1,320円、 位置情報提供料、

    バッ テリ ー交換代金等は自己負担 

【 対象要介護高齢者】

・ 介護保険法に規定する要介護および要支援に認定さ

 れている 、 おおむね65歳以上の徘徊高齢者

【 事業内容】

・ 徘徊高齢者等の位置情報を探索出来る端末機器を貸与

・ 現地急行サービスの利用

・ 費用： 基本料金自己負担 機器等の修繕、

    再取得等は自己負担

・ 現地急行サービスを利用し た際の手数料の100分の50は

 本人負担 

【 対象要介護高齢者】

・ 市内に住所を有する徘徊行動のあるおおむね65歳以上の

 在宅の認知症高齢者

【 事業内容】

・ 徘徊高齢者等の位置情報を 探索出来る端末機器を 探

 索端末機器の利用に係る費用の一部助成（ 加入料金: 

 1人あたり 4,950円・ 付属品代金: 1セッ ト 2,750円）

【 対象要介護高齢者】

・ 要介護認定で要支援・ 要介護と 認定さ れており 、 認

 知症等により 行方不明と なるおそれのある方

【 事業内容】

・ 在宅の徘徊高齢者等及びその介護者等に、 徘徊高齢者等

 の所在が不明になっ た場合に現在位置を探索するための

 端末機器を貸与

・ 費用： 基本料金 月額1,320円 

    ※他に位置探索情報提供料が必要 

【 対象要介護高齢者】

・ 介護保険法に規定する要介護および要支援に認定さ れて

 いる方

（ R5年度）  ３ 人 新規申込件数 0件（ R5.12）

（ R4年度）  ４ 人 新規申込件数 0件

（ R5年度）  0人（ R5.11）  

（ R4年度）  0人

（ R5年度）  10人

（ R4年度）  11人

（ R5年度）  １ 人 新規申込件数 0件

（ R4年度）  １ 人 新規申込件数 1件

鴻 巣 市 上 里 町 美 里 町 神 川 町
徘徊高齢者等探索サービス利用助成事業 徘徊高齢者家族支援サービス事業 徘徊高齢者等探索システム

【 事業内容】

・ 対象要介護高齢者を在宅で介護する方に対し 、 協定事業

 者が行う 指定の探索サービスの加入料金及び月額の基本

 料金を助成

・ 加入料金及び月額基本料金以外の全ての費用は自己負担 

【 対象要介護高齢者】 次のいずれかに該当する方

・ 65歳以上で認知症による徘徊行動がある方

・ 40歳以上で若年性認知症の方でサービスが必要と 認めら

 れる方

・ 40歳以上で高次脳機能障害およびその他認知機能低下を

 き たす疾患を有する方でサービスが必要と 認めら れる方

【 事業内容】

・ GPSを活用し て徘徊行動で所在不明になっ た高齢者を発

 見し 、 家族等へ現在地をお知ら せするシステムにかかる

 初期費用（ 10,000円＋消費税） を助成

・ 費用： 基本料金 月額3,100円＋消費税

    専用靴を購入する場合は別途靴の購入費

    亡失・ 既存し た場合は17,850円＋消費税 

【 対象要介護高齢者】

・ 介護保険法に規定する要介護認定で、 要介護または要支

 援と 認めら れた認知症高齢者で徘徊が見ら れる方

【 事業内容】

・ 徘徊行動のある高齢者に専用の機器を持たせる

 こ と により 、 現在位置を即座に探知できるシス

 テムを提供

・ 費用： 月額540円  

【 対象要介護高齢者】

・ 徘徊行動のある65歳以上の認知症高齢者

【 対象事業なし 】

（ R5年度）  継続者9人 新規9人

（ R4年度）  継続者3人 新規1人

（ R5利用者） 1人

（ R4利用者） 0人

懸案事項



本 庄 市 熊 谷 市  深 谷 市
７ ． 徘徊高齢者等見守り 事業 あんし ん見守り シール交付事業 おでかけ見守り シール

【 事業内容】

・ 徘徊行動のある認知症高齢者を早期発見するための二次元

 コ ード 付きシールを交付

・ 発見者が二次元コ ード を携帯等で読み取るこ と で専用伝言

 板を介し て保護者と のやり と り が可能

・ 耐洗ラ ベル30枚 蓄光シール10枚 ・ 費用： 初回無料

【 対象要介護高齢者】

 認知症による徘徊行動が見ら れる以下のいずれかに該当す

 る方

・ 介護保険で要介護者または要支援者に認定さ れている方

・ 医師により 認知症と 診断さ れた方

・ 利用者数が少ないため事業の周知が必要。 【 事業内容】

・ 認知症によ り 徘徊行動がある 方の持ち物（ 靴、 ｼﾙﾊ゙ ｶーｰ杖など）

 に貼れる反射素材ででき た「 あんし ん見守り シール」 を 配布

・ 徘徊高齢者を 発見し た方がQRコ ード を読み込み市役所または警

 察に連絡し ても ら う こ と で徘徊高齢者の早期発見と 、 保護さ れ

 た方のスムーズな身元確認が可能

・ 1人につき １ シート  18枚

【 対象要介護高齢者】

 認知症によ る 徘徊行動が見ら れる 以下のいずれかに該当する 方

・ 介護保険で要介護者または要支援者に認定さ れている かたで徘

 徊のおそれがある方

・ 医師により 認知症と 診断さ れた方

【 事業内容】

・ 洋服や靴、 バッ ク などさ まざまな素材のも の

 に貼り 付ける事が出来る、 おでかけ見守り

 シールを交付

・ 費用： 無料

【 対象要介護高齢者】

・ 介護保険で要介護者または要支援者に認定さ

 れている方で徘徊の症状がある方

・ 認知症と 診断さ れた方

（ R5年度） 延べ利用者8人

（ R4年度） 延べ利用者13人 

（ R3年度） 延べ利用者11人

（ R5年度）  新規申込件数 6件

（ R4年度）  新規申込件数 1件

行 田 市 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市
徘徊高齢者等発見シールの配布 認知症高齢者等見守り シール交付事業 行方不明高齢者等早期発見支援事業 早期発見ステッ カ ー配布 徘徊高齢者等ステッ カ ー交付事業

【 事業内容】

・ 靴やサンダル・ 杖などの持ち物等に貼る反射

 シールの配布

【 事業内容】  R4.12～

・ 見守り シールの交付

・ 行方不明と なっ た高齢者等を 発見し た人がQRコ ード が印字さ れ

 た見守り シールを 読み取ると イ ンタ ーネッ ト 上の伝言板を 介し

 て保護者と やり 取り を 行う こ と が出来ます

【 対象要介護高齢者】

・ 市内に住所を有し 在宅で生活を する 者であっ て、 次のいずれかに

 該当する 者

・ 医師によ り 認知症と 診断さ れた者

・ 認知症状等によ る 徘徊行動がみら れる 者

・ 申請時において秩父市徘徊高齢者等探索システム事業を 利用し て

 いない者

【 事業内容】

・ 認知症や認知機能が低下し た状態にある 高齢者等が認知症等によ

 り 行方不明と なっ た場合の早期発見に役立てる ため、 その方の履

 物に貼る「 番号入り のステッ カ ー」 の配布

【 対象要介護高齢者】

・ 要介護等の認定を受けていて、 一定程度以上の認知症等の症状が

 認めら れる 方

・ おおむね65歳以上の方のう ち、 認知症等によ り 行方不明と なる

 おそれのある 方

・ その他市長が特に認めた方 

【 事業内容】

・ 認知症等により 徘徊行動がみら れる高齢者等 

 に対し て、 反射板付きステッ カ ーを交付し 、

 消防や警察と 情報を共有するこ と で、 本人の

 生活の安全を確保すると と も に家族の精神的

 負担の軽減を図り ます。

【 対象要介護高齢者】

・ 市内に住所を有し 、 在宅で生活をし ているお

 おむね65歳以上の徘徊高齢者など

（ R5年度） 17人（ R5.12）

（ R4年度） 17 

（ R5年度） 3人  

（ R4年度） 4人 

（ R5年度） 28人（ 配布累計107人）

（ R4年度） 18人 

（ R5年度）  新規申込件数 12件  

（ R4年度）  新規申込件数   9件

鴻 巣 市 上 里 町 美 里 町 神 川 町
ひと り 歩き 高齢者みまも り グッ ズ配布事業 ①高齢者等見守り キーホルダー ②徘徊高齢者等SOSネッ ト ワーク （ 登録） 事業 認知症高齢者等見守り シール交付事業

【 事業内容】

・ 登録者が道に迷い、 行方不明になっ た際の早期発見

 や、 保護さ れた際の速やかな身元特定に役立つグッ

 ズを 配布

・ 費用： 無料

・ 配布内容： 蛍光ｽﾃｯｶ 1ー0枚・ ｱｲﾛﾝﾌﾟ ﾘﾝﾄｼ ﾙー5枚・

      ｷー ﾎﾙﾀﾞ 1ー個

【 対象要介護高齢者】

・ 介護保険被保険者で、 認知症などによ り 、 道に迷う

 可能性のある方

【 ①事業内容】

・ 高齢者の方が外出先で突然倒れたり 、 徘徊等により 保護さ れ連絡先等が確認できない

 場合に、 速やかに身元や緊急連絡先を確認できるキーホルダーを交付

・ 徘徊の恐れがある方にはアイ ロンシールも 交付

・ 費用： 無料

【 対象要介護高齢者】

 町内に住所を有する６ ５ 歳以上で、 次の要件に該当する方

・ 認知症による症状がある方

・ 急な発作のおそれ、 あるいは身体上の慢性疾患があり 、 日常生活上注意が必要な方

・ 高齢者世帯の方・ 日中独居の方

【 ②サービス内容】

・ 徘徊により 所在不明になっ た時に、 同意を得ている範囲で関係機関等に情報提供し 、

 早期発見につなげます

【 対象要介護高齢者】

・ 65歳以上の認知症高齢者及び若年性認知症と 判断さ れた方

・ 65歳以上で徘徊により 所在不明になるおそれのある方

【 対象事業なし 】 【 事業内容】

・ 認知症高齢者等が徘徊し た際の早期発見を目

 的に、 QRコ ード が印刷さ れた見守り シールを

 交付

【 対象要介護高齢者】

・ 介護保険の被保険者で認知症等により 徘徊症

 状がみら れる方等

R6.6.21時点 78人登録
（ R5年度） 新規登録者数 24人

（ R4年度） 新規登録者数 1人 

（ R5年度） 利用者２ 名

懸案事項



本 庄 市 熊 谷 市  深 谷 市
８ ． 福祉電話設置事業

【 事業内容】

・ 固定電話の設置

・ 費用： 基本料無料 通話料は利用者負担

【 対象要介護高齢者】

・ おおむね65歳以上の低所得者及び外出困難な在宅重度身

 体障害者のう ち、 通話可能な電話を持たない方で次のい

 ずれかに該当する方

・ 常時ひと り 暮ら し の高齢者で、 継続し て安否確認を必要

 と する方

・ 外出の困難な在宅重度身体障害者又は高齢者世帯で、 緊

 急連絡等を必要と する方

・ マイ ナンバーの普及など、 現在はスマート フ ォ  

 ンが通話手段の主流と なっ ている。 固定電話（ 黒

電話） の設置の必要性について、 検討をする

 必要があると 考えます。

 ※事業と し ては廃止し ているが、 継続利用者が

  います。

【 対象事業なし 】

（ R5年度） 2人 （ R4年度） 3人 （ R3年度） 4人  (令和５ 年度） 継続１ 台

行 田 市 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市
福祉電話

 ※事業と し ては廃止し ているが、 継続利用者が

  います。

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】

（ R5年度） ５ 台 （ R5.12)

（ R4年度） ５ 台

鴻 巣 市 上 里 町 美 里 町 神 川 町
日常生活用具給付等事業【 老人福祉電話】

令和6年から  継続の人のみ対応 新規受付停止

【 サービス内容】

・ 電話加入権を貸与

・ 費用： 電話機器、 基本料金及び通話料は利用者

 負担

【 対象要介護高齢者】

・ おおむね65歳以上の電話がないひと り 暮ら し 高

 齢者等で前年度分所得税非課税である方

・ 介護保険料を滞納し ていない方

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】

令和5年度継続者4名

懸案事項



本 庄 市 熊 谷 市  深 谷 市
９ ． 家族介護慰労金支給事業

【 事業内容】

・ 日常生活に著し い支障のあるねたき り の高齢者及び重度の認知

 症高齢者を 介護し ている 家族に、 1世帯につき 10万円の慰労金

 を支給

【 対象要介護高齢者】

次の全ての要件に該当する 方を介護し ている市民税非課税の世帯

・ 介護保険で要介護4・ 5に認定さ れてから 1年以上経過し

 ている 方

・ 過去１ 年間、 介護保険法に基づく 介護サービ スを受けていない

 方（ 年間１ 週間程度のショ ート ステイ の利用を 除く ）

・ 過去1年間、 病院または診療所に1ヶ 月以上継続し て入院し てい

 ない方

・ 介護保険制度における介護サービスを受けるため

 に、 介護認定の申請が必要であり 、 介護度に応じ

 たサービスを受けるこ と が、 本人や家族にと っ て

 必要な事であると 考えます。 実際にこ の事業の申

 請者が少ないため、 制度の継続について検討を要

 する必要があると 考えます。

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】

（ R5年度） １ 件 （ R4年度） ０ 件 （ R3年度） 1件

行 田 市 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市
ねたき り 老人等居宅介護者慰労金支給事業 家族介護慰労金支給事業

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 事業内容】

・ 在宅で介護し ている市内在住の家族等に帯し て、

 慰労金を月5,000円支給

【 対象要介護高齢者】

・ 市内に住所があり 、 介護保険の要介護4・ 5に認定

 さ れている65歳以上の高齢者と 収入及び生活費等

 を一にし ており 、 在宅で介護し ている家族の方

（ 施設に入所し ている方、 3ヶ 月以上継続し て入院

 し ている方を除く ）

【 事業内容】

・ 要介護4又は5と 認定さ れた後、 その状態が６ か月以上継続し ている方

 を 在宅で介護し ている同居の家族等に月額5,000円の慰労金を 支給

・ 6月、 10月、 2月にそれぞれ4ヶ 月分を まと めて支給

【 対象要介護高齢者】

・ 市内に住所を 有する方で、 介護し ている同居の家族等に支給する。

 ①要介護4又は5と 認定さ れた後6か月以上経過し ている方

 ②施設に入所し ていないこ と

 ③３ か月以上継続し て病院又は診療所に入院し ていないこ と

 ④介護保険料を 滞納し てないこ と

 ⑤在宅重度心身障がい者手当又は特別障害者手当を 受給し ていないこ と

【 支給制限】 次のいずれかに該当する時は当該月の慰労金は支給し ない

 ①被介護者が入院等で１ か月に15日以上在宅で介護を 受けなかっ たと き

 ②介護者が入院等で１ か月に15日以上被介護者を 在宅で介護をし なかっ たと き

（ R5年度） 延べ2,218人

（ R4年度） 延べ2,102人

（ R5年度） 延べ620件

（ R4年度） 延べ739件 

鴻 巣 市 上 里 町 美 里 町 神 川 町
家族介護慰労金給付事業

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 事業内容】

・ 要介護4・ 5の認定を受けている町民税非課税世帯の

 在宅高齢者で過去１ 年間介護保険サービス（ 年間１

 週間程度のショ ート ステイ は除く ） を受けなかっ た

 場合に、 その高齢者を介護し ている家族に慰労金を

 支給

【 対象要介護高齢者】

・ 要介護4・ 5の認定を受けている在宅高齢者

懸案事項



本 庄 市 熊 谷 市  深 谷 市
１ ０ ． 高齢者生活支援短期入所事業（ ショ ート ステイ ） 熊谷市高齢者ショ ート ステイ 運営事業
【 事業内容】

・ 介護者が疾病等により 一時的に家庭で介護するこ と が困

 難になり 、 家庭で生活できない高齢者を施設で預かり 日

 常生活のお世話を実施

・ 期間： 原則７ 日以内

・ 費用： １ 日あたり 施設利用料の１ 割（ 726円）  

 ※高齢者の状況によっ て異なる場合あり

【 対象要介護高齢者】

・ おおむね65歳以上の介護保険の支給対象と なるこ と がで

 き ない高齢者で、 日常生活を営むのに支障のある方

・ 必要な方に利用し ていただけるよう に事業

 周知が必要と 考えます。

【 事業内容】

・ 身体上または精神上に障害があり 日常生活を営むのに支

 障がある要援護高齢者に対し 、 市が契約する養護老人

 ホームまたは特別養護老人ホームに一時的に入所さ せ

 る。

【 対象】

・ 市内に住所を有し 居住実態がある65歳以上の高齢者で、

 介護保険法に定めるショ ート ステイ 等、 こ の事業に代わ

 るサービスの利用ができず、 こ の事業を利用し ないと 生

 命に危機が生じ る恐れがあると 市長が認めたも の。

【 対象事業なし 】

（ R5年度） 0人（ R4年度） 1人（ R3年度） 1人  直近５ 年の実績なし

行 田 市 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市
ショ ート ステイ 事業 生活管理指導短期入所事業 生活管理指導短期宿泊事業

【 対象事業なし 】 【 事業内容】

・ ７ 日以内の老人ホームへの入所措置を実施

・ 費用： １ 日あたり 2,000円 

【 対象要介護高齢者】

・ 市内に住所を有し 、 対人関係が成立し ないなど

 社会適応が困難な在宅の概ね65歳以上の介護保

 険の支給対象と なるこ と ができない高齢者

【 事業内容】

・ 病気や出産、 冠婚葬祭等の理由により 、 家族に

 よる日常生活の支援を受けら れない場合に、 養 

 護老人ホーム等に一時的に宿泊し 、 日常生活に

 関する支援を実施

【 対象要介護高齢者】

・ 要介護認定を受けていない高齢者で、 一時的に

 施設で養護する必要がある方

【 事業内容】

・ 基本的生活習慣に欠けるひと り 暮ら し 高齢者に対し て、 老人福祉施設での

 短期間宿泊を 通じ て、 生活習慣等の指導及び支援を 実施

・ 介護老人福祉施設 １ 日640円

・ 養護老人ホーム  １ 日480円

【 対象要介護高齢者】

(１ ) 一人暮ら し 又は高齢者のみの世帯の者であっ て、 身体上の障がい、

 精神上の障がいその他特別な事情により 在宅での生活が困難であ

 るため、 基本的生活習慣等の指導等又は一時的な保護を 必要と するも の

(２ ) 高齢者虐待の防止、 高齢者の養護者に対する支援等に関する法律

 （ 平成17年法律第124号） 第２ 条第４ 項に規定する養護者による高齢者

 虐待を受け、 又は受けるおそれがあるため、 一時的な保護を 必要と する者

（ R5年度） 0人 

（ R4年度） 2人 

(R5)実人数 8人（ 延べ14人）  総計88日 

(R4)実人数12人（ 延べ26人）  総計151日 

(R3)実人数 9人（ 延べ15人）  総計148日 

（ R5年度） 延べ17人、 延べ832日

（ R4年度） 延べ11人、 延べ598日

鴻 巣 市 上 里 町 美 里 町 神 川 町
在宅高齢者緊急時短期入所サービ ス事業

【 事業内容】

・ 要支援状態又は要介護状態の高齢者が養護する者から の虐待等緊急な 

 理由により 在宅で介護を受けるこ と が困難と なっ た場合、 介護老人福

 祉施設に短期入所し 、 継続し た生活を送れるよう 支援をする。

【 対象要介護高齢者】

・ 市内に住所を有するおおむね65歳以上の者で、 次のいずれかに該当

 するも の

（ 1） 養護者から の虐待を受けている

（ 2） 又養護者の負担軽減を図るため緊急的支援の必要があると 認める

  と き

（ 3） 養護者の都合により 緊急かつ一時的に介護が受けら れない状態に

  あると き

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】

【 実績】 (R5年度) 0人

            (R4年度) 0人

    (R3年度) 1人

懸案事項



本 庄 市 熊 谷 市  深 谷 市
１ １ ． 要介護高齢者ふと ん乾燥等事業 ふと ん乾燥サービ ス等事業 寝具洗濯乾燥消毒サービス

（ R6年度再開予定）

【 サービス内容】

・ ふと んの乾燥消毒及び丸洗いのサービスを提供

・ 利用回数は同一年度内２ 回まで

・ 費用： 無料

【 対象要介護高齢者】

・ 市内に住所を有する要介護4・ 5で寝たきり  

 の状態の高齢者

・ 世帯全員が市民税非課税の世帯

・ 事業を実施し ている業者が少なく 、 委託業者の

 選考が難し い。

・ 令和6年度に再開するにあたり 、 過去の利用者も

 少ないこ と から 、 事業周知が必要と 考えます。

【 事業内容】

・ ふと ん乾燥事業者が自宅へ訪問し 、 ふと ん乾燥

 サービスを実施

・ 年12回（ 月1回ずつ）

・ 費用： 無料

 （ 乾燥機器の使用に係る電気代は自己負担）

【 対象要介護高齢者】

・ 65歳以上の方で、 ひと り 暮ら し 、 または寝た

 きり 状態の方

【 事業内容】

・ 自宅へ布団を集配し 、 丸洗いや乾燥消毒を行う

・ 年４ 回まで

・ 費用： 1割負担（ 丸洗い680円、 乾燥消毒300円）

【 対象要介護高齢者】

 在宅で、 寝たきり 高齢者等の以下の方

・ 75歳以上のひと り 暮ら し の方

・ 75歳以上の高齢者世帯

・ 身体障害者手帳（ 肢体不自由） 1級または2級

・ 要介護4または5

（ R1年度）  2人
（ R5年度） 34人

（ R4年度） 33人

行 田 市 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市
寝具の乾燥及び丸洗いサービ ス 寝具洗濯乾燥等サービ ス事業

【 事業内容】

・ 寝具の乾燥及び丸洗いサービスを 実施

（ 乾燥） 年４ 回（ 5月、 8月、 11月、 2月）

  ﾏｯﾄﾚｽ・ 敷き 布団・ 毛布・ 掛け布団各一枚およびまく ら １ 個の乾燥

（ 丸洗い） 希望に応じ て、 乾燥実施月に年１ 回を 限度で丸洗いに変更可

  能、 敷き 布団・ 掛け布団・ 毛布１ 枚の丸洗い

・ 費用： 乾 燥： 市県民税非課税者150円/回 課税者300円/回

    丸洗い： 市県民税非課税者250円/回 課税者500円/回

【 対象要介護高齢者】

・ 市内に住居及び住民票がある施設に入所等を し ていない方で、 次のい

 ずれかに該当する方

・ 75歳以上のひと り 暮ら し 高齢者

・ 要介護4または5の認定を 受けた状態が3ヶ 月以上継続し ている方

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 事業内容】

・ 寝具の乾燥及び丸洗いサービスを実施

（ 乾燥） 月1回まで 240円/回

（ 洗濯） 年2回まで 600円/回

【 対象要介護高齢者】

・ 寝具の衛生管理が困難な世帯（ 1人又は家族） で

 ひと り 暮ら し の高齢者等又は要介護4または5の

 要介護認定を受けた方

（ R5年度） 12人（ R5.12）

（ R4年度） ９ 人

（ R5年度） 5人

（ R4年度） 3人

鴻 巣 市 上 里 町 美 里 町 神 川 町
重度要介護高齢者等寝具乾燥消毒等事業

【 事業内容】

・ 市から 委託を受けた民間事業者が家庭を巡回し て、 寝具を

 お預かり し 、 乾燥消毒や丸洗いを実施

・ 実施内容： （ 乾燥） 年10回 （ 洗濯） 年2回

（ マッ ト レス・ 敷き 布団・ 掛け布団・ 毛布・ 枕）

・ 費用： 無料

【 対象要介護高齢者】

・ 65歳以上の在宅かつ介護保険料を滞納し ていない方で、 次

 の要件を満たす方

・ 要介護4・ 5の方

・ ひと り 暮ら し で実態調査の結果サービスの提供が必要な方

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】

（ R5年度） 延べ196人

（ R4年度） 延べ235人

懸案事項



本 庄 市 熊 谷 市  深 谷 市
１ ２ ． 高齢者住宅整備資金融資事業 高齢者及び障害者住宅整備資金貸付事業 高齢者住宅改修費補助事業

【 事業内容】

・ 高齢者の居住環境改善のため、 専用居室等を 増改築又は改造するため

 に必要な資金の融資を 行う

・ 増改築又は改造の範囲： 高齢者の専用居室、 風呂場、 便所等

・ 返済方法： 元金均等月賦償還。 償還期間１ ０ 年以内。 据置期間は６ ケ

 月以内

・ 貸付金 300万円以下金利３ ％を 超えた部分を 補助

【 貸し 付け条件】

・ 親族である60歳以上の方と 同居又は、 同居し よう と し ている市内在住の

 60歳未満の方で市税完納要件を 満たし ており 、 高齢者の専用居室等を 真

 に必要と し ているが自力で資金調達でき ない方

 ※埼玉り そな銀行と 協定を 結び、 融資事務を 委託し 、 焦げ付き に対す

 る補償分と し て、 毎年、 融資枠の20％を り そな銀行へ預託

・ 介護保険サービスの中に、 居宅介護住宅改修と い

 う サービスも あるこ と から 、 事業の継続について

 検討が必要と 考えます。

【 事業内容】

・ 高齢者や障害者が専用の居室や居住環境の改善により 、 安全な生活が送れるよ

 う に、 増築、 改築または改造する場合に必要な資金の貸し 付けを行う

・ 返済方法： 10年以内元金均等月賦償還方法

・ 貸付金： 200万円まで 無利子

【 貸し 付け条件】

・ 本市に住所を有し 、 引き続き1年以上住所を有するこ と

・ 親族である高齢者及び障害者と 同居し 、 も し く は同居し よう と する方、 または

 高齢者及び障害者であるこ と

・ 住宅の整備を真に必要と し 、 かつ、 自ら の資力では住宅の整備を行う こ と が困

 難であるこ と

・ 市税を滞納し ていないこ と

・ 確実に貸付資金を返済できると 認めら れるこ と

・ 貸付資金の返済について確実な連帯保証人が2人以上あるこ と

【 事業内容】

・ 転倒防止、 介護予防を目的と し た住宅改修費用の一部を補助し ます

・ 補助内容： 対象経費の2分の1 上限20万円

【 対象者】 以下の全てに該当する 者

・ 市内に住民票を 置く 介護認定を 受けていない65歳以上の在宅の方

・ 介護保険料、 市税を 滞納し ていない

・ 介護認定の申請を し ていないこ と

・ 同種の補助対象事業の補助金を 受けていないこ と

【 対象工事】

・ 介護保険法第45条第1項及び第2項に該当する工事

・ 深谷市内の施工業者が請け負う 工事であるこ と

・ 同一工事に他制度の補助や給付が無いも の

近年利用者実績なし 近年利用者実績なし

行 田 市 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市
高齢者住宅改修費助成事業 老人居室整備資金の貸付事業

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 事業内容】

・ 転倒防止等のリ スク を 低減するため、 住宅のバリ アフ リ ー改修に係

 る費用を助成

・ 助成額： 経費の3分の2の額 上限10万円

・ 対象工事： 手すり の取り 付け、 段差の解消など 

【 対象者】

・ 介護保険の要介護等認定において非該当と なっ た方のう ち、 転倒等

 のリ スク が高いと 認めら れる 方、 認定を 受けていない65歳以上の方

（ 国が示し た基本チェ ッ ク リ スト の運動機能を評価する 5項目のう

 ち、 3項目以上に該当する 方）

【 事業内容】

・ 市内在住で、 高齢者と 同居し たり 、 同居を予定し ている市 

 民に対し て、 高齢者専用の居室を増築・ 改築する際の工事

 費の無利子貸し 付けを実施

・ 貸付金： 120万円以下

【 対象者】

(１ ) 市内に住所を有するこ と 。

(２ ) 親族である65歳以上の者と 同居し 、 又は同居し よう と す

  る者であるこ と 。

(３ ) 老人居室を真に必要と し 、 及び自力でそのための増築又

  は改築をするこ と が困難であるこ と 。

（ R6年度開始事業） 近年の利用実績なし  継続するか要検討

鴻 巣 市 上 里 町 美 里 町 神 川 町

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】

懸案事項



本 庄 市 熊 谷 市  深 谷 市
１ ３ ． 敬老祝金給付事業 敬老祝金給付事業 高齢者慶祝事業

【 事業内容】

・ ８ 月１ 日現在本庄市に在住者の該当者に

 お祝い金を贈呈する

・ 77歳   １ 万円

・ 88歳   ２ 万円

・ 99歳以上 ３ 万円

・ 対象者の増加により 財源確保が困難になっ

 てきており 、 支給対象者・ 金額等について

 検討が必要と 考えています。

【 事業内容】

・ 9月１ 日において市内に住所を 有する該当者にお祝

 い金を 贈呈

・ 77歳   １ 万円分の「 まち元気」 熊谷市商品券

・ 88歳   ２ 万円分の「 まち元気」 熊谷市商品券

・ 99歳   ３ 万円分の「 まち元気」 熊谷市商品券

 ※R6年度より 熊谷市地域電子マネー「 ク マPAY」 へ

 変更

【 事業内容】

・ 高齢者慶祝事業と し て、 市内最高齢の男女のかた及び満百歳に

 達するかたの自宅または施設へ市長が訪問し 、 記念品を贈呈。

 記念品についてはアレ ン ジ花（ 5,000円） 、 商品券（ 市内最高

 齢者はJCBギフ ト カ ード 10,000円、 百歳はJCBギフ ト カ ード

 20,000円） 及び祝状（ 百歳のみ） 。

・ 高齢者慶祝事業と し て、 ９ 月１ 日現在、 深谷市住民基本台帳に

 記録さ れている かたで、 ６ 月１ 日から 継続し て市内に在住し 、

 本年度中に満８ ８ 歳、 満９ ９ 歳になる かた。

 「 バスタ オル（ 慶祝文字入り ） 」 （ R4～R6年） （ 3年ごと に記

 念品を選定）  

 ※９ 月中に各地区民生・ 児童委員から 贈呈。

（ R5年度） 77歳/784人 88歳/391人 99歳以上/82人

（ R4年度） 77歳/710人 88歳/390人 99歳以上/90人

（ R3年度） 77歳/918人 88歳/366人 99歳以上/90人

行 田 市 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市
敬老祝金支給 敬老祝金の支給 敬老祝金支給事業 敬老祝金の支給

【 事業内容】

・ 敬老と 長寿のお祝いと し て祝金（ 市内共通商品

 券） を支給

・ 77歳   １ 万円分

・ 88歳   ２ 万円分

・ 99歳以上 ３ 万円分

【 事業内容】

・ 9月１ 日を基準と し て1年以上住民登録をし

 ている方にお祝い金を贈呈する

・ 77歳   １ 万円

・ 88歳   ２ 万円

・ 99歳   ３ 万円

 ※R4年度までは秩父市共通商品券であっ たが、

 R5年度から 口座振込に変更

【 事業内容】

・ ８ 月１ 日現在、 市に１ 年以上住所がある該当者にお祝い

 金を贈呈する

・ 77歳   １ 万円分ちょ こ っ と おたすけ絆サポート 券

・ 88歳   ３ 万円分ちょ こ っ と おたすけ絆サポート 券

・ 99歳   ５ 万円分ちょ こ っ と おたすけ絆サポート 券

・ 100歳    5万円分ちょ こ っ と おたすけ絆サポート 券

 ※R5から 77歳を20,000円から 10,000円へ変更

【 事業内容】

・ 9月1日現在、 市に引き続き1年以上居住

 し 、 住民登録をし ている該当年齢の方に

 お祝い金を贈呈

・ 満77歳  5千円

・ 満88歳 １ 万円

・ 満99歳 ２ 万円

（ R5年度） 874人・ 412人・ 35人

（ R4年度） 850人・ 352人・ 35人

（ R5年度）  77歳/789人 88歳/470人 99歳/42人

（ R4年度）  77歳/513人 88歳/485人 99歳/29人 

(R5年度） 満77歳  1,613人 満88歳  609人 

      満99歳    61人 満100歳 42人

（ R5年度） 77歳:771人、 88歳:330人、 99歳:31人

（ R4年度） 77歳:418人、 88歳:303人、 99歳:18人

鴻 巣 市 上 里 町 美 里 町 神 川 町
敬老祝金支給事業 敬老祝金給付事業 敬老祝金給付事業・ 百歳特別祝金支給事務 敬老祝金給付事業・ 百歳到達者特別長寿祝金

【 事業内容】

・ ９ 月１ 日（ ただし 、 満100歳に達する 日を 迎え

 る者については当該日） において、 市内に引き

 続き ３ 年以上住民登録を し ている方

・ 77歳   7千円

・ 88歳   1万5千円

・ 99歳   2万円

・ 100歳   3万円

・ 慰労金 100歳を 迎える 者と １ 年以上前から 引き 続

 き 同居し ている家族へ5万円

【 事業内容】

・ 9月１ 5日を基準と し て1年以上住民登録

 をし ている方にお祝い金を支給

・ 77歳   5千円

・ 88歳   ２ 万円

・ 99歳   ３ 万円

【 事業内容】

9月１ 5日を 基準と し て1年以上住民登録を し ている 方に

お祝い金を 支給

・ 77歳    1万円

・ 88歳   ２ 万円

・ 99歳   ３ 万円

・ 金婚    １ 万円

・ ダイ ヤモンド 婚 ２ 万円

・ 満100歳のお祝いと し て、 特別祝金を 支給

 祝金支給額  ５ 万円

【 事業内容】

・ 9月１ 5日を基準と し て1年以上住民登録をし  

 ている方にお祝い金を支給

・ 77歳   5千円

・ 88歳   ２ 万円

・ 99歳以上 ３ 万円

・ 満100歳のお祝いと し て、 特別長寿祝金を贈

 呈

・ 祝金の額は、 50,000円

（ R5年度） 77歳/1687人 88歳/661人 99歳/45人

    100歳/37人 長寿者家族慰労金/12人 

（ R5年度） 合計440人

・ 支給人数77歳（ 302人） 、 88歳（ 123人） 、 99歳（ 15人）

（ R5年度） 77歳/170人 88歳/86人 99歳/11人

  金婚/41組  ダイ ヤモン ド 婚/11組敬老祝金 百歳特別祝金 4人 
（ R5年度） 77歳/165人 88歳/76人 99歳以上/14人

     特別長寿祝い金 2人

懸案事項



本 庄 市 熊 谷 市  深 谷 市
１ ４ ． 敬老助成事業 敬老助成事業 敬老事業補助金

 新型コ ロナウィ ルス感染症の流行により 、 令和2年度、 令和3年度、 令

和4年度につきまし ては、 新型コ ロナウイ ルス感染防止の観点から 敬老会

は中止

【 平成３ １ 年度までの実施内容】

・ 毎年9月下旬（ ９ 月の４ 日間） つき み荘で敬老会を開催

 ・ 対象者には自治会を通じ て案内状を送付

・ 市主催の敬老会に参加するのではなく 、 自治会主催で開催する場合に

 は、 その費用の一部自治会へ助成

（ 自治会開催の場合の助成額）  次の1、 2の合算

 地区割…1自治会につき 5,000円以内

 人数割…対象者1人につき1,000円以内

・ 7月1日現在、 市に在住のその年に７ ５ 歳以上になる高齢者を招待し 、

 式典、 参加者による芸能発表、 アト ラ ク ショ ン等の鑑賞を実施

・ R6年度以降についても 、 敬老助成事業で

 はなく 敬老お祝いの品を対象者に贈る事

 で自治会と 協議済です。

【 事業内容】

・ 自治会、 公民館、 地区の社会福祉協議会、 施設等が主催者と なっ て開

 催

・ 敬老会の実施などに要する費用の一部と し て、 補助金を 交付

（ 自治会等地域が主催者の場合の助成額）

 対象者1人につき 1,300円

（ 施設が主催者の場合の助成額）

 均等割…施設入所定員50人未満 30,000円、 施設入所定員50人以上

     100人未満 35,000円、 施設入所定員100人以上 40,000円

 人数割…対象者1人につき 650円

【 対象者】

・ 9月1日現在、 市内に住所を 有し ている75歳以上の方

 ※施設が主催者の場合は、 上記内容に加え、 且つ主催施設に入所を し

 ているこ と 。

【 事業内容】

・ 高齢者の社会参加や地域住民と の交流を図るため、 地域での敬老会等の開催に対し 、

 敬老事業補助金を交付。 敬老会等の開催前に事前申請が必要。

●交付対象者  (１ )自治会 (２ )老人ク ラ ブ (３ )ふれあい・ いきいきサロン

●要件

(１ )内容： ９ 月から ２ 月の間に自治会館等で開催さ れる７ ５ 歳以上のかたが参加さ れる敬

     老会等 ※祝い品のみの配布は対象外

(２ )場所： 自治会館、 集会所、 公民館等

●補助対象経費

・ 飲食費等を含めた経費(その他補助金等を受けている場合、 それを除く )

 例： 茶、 弁当、 祝い品、 出演者謝礼等（ 酒類を除く ）

●補助額

・ 75歳以上参加者1人当たり 800円（ 上限額） （ 昭和25年4月1日までに生まれたかた）

【 対象者】

・ 市内に住所を有し ている75歳以上の方

行 田 市 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市
地区敬老会事業 敬老会 敬老会助成事業 敬老お祝い事業

【 事業内容】

・ 各地区自治会連合会の主催により 、 15地区それぞれ

 の会場で開催

・ 敬老会事業を 開催する各地区自治会連合会に対し 、

 対象者の人数に基準額を 乗じ た額を 運営費と し て市

 から 補助金を 交付

【 対象者】

・ 9月15日までに75歳に達する 方で、 7月1日現在にお

 いて市内に引き 続き 3か月以上居住し 、 本市に住所

 を 有する 方

【 事業内容】

・ 9月から 10月にかけて、 旧秩父市は市と 町会、 吉田・ 大滝・ 荒

 川地区は市と 社協の共催で敬老会を 実施

・ 対象者1人あたり 1,500円を交付し 、 各町会または各社協で開催

【 対象者】

・ 7月1日現在において市内にお住いの77歳以上の方（ 対象外施

 設は除く ）

※令和2年度、 3年度、 4年度は集会形式での開催は中止し 記念品

 のみを配布

 令和5年度から は集会形式での開催または記念品のみの配布を

 各町会ごと に決定

【 事業内容】

・ 加須市社会福祉協議会・ 各16支部社協が共催で、

 地域の支部社協を中心に自治会・ 民児協のほかさ

 まざまな団体等のご協力のも と 、 地域ごと に式典

 やアト ラ ク ショ ンを開催

・ 市は社会福祉協議会に対し 補助金を交付し ている

【 対象者】

・ 市内にお住いの75歳以上の方

（ 対象年齢は4月2日～翌年4月1日生まれ）

【 事業内容】

・ 各支部社協より お祝いの品をお届け

【 対象者】

・ 市内在住の88歳、 99歳以上の方

・ 金婚者等

（ R5年度） 9,393人

（ R4年度） 10,226人 

対象者数（ R5年度）  18,114人

    （ R4年度）  17,287人

（ R5） 88歳:339人、 99歳以上:65人、 金婚者等:132組

（ R4） 88歳:309人、 99歳以上:52人、 金婚者等:147組

鴻 巣 市 上 里 町 美 里 町 神 川 町

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】

懸案事項



本 庄 市 熊 谷 市  深 谷 市
１ ５ ． 敬老お祝い品引き 換え事業 75歳以上のかたに敬老のお祝い

【 事業内容】

・ 市内の事業者から ご提案いただいた敬老お祝い

 の品を贈呈

・ 商品1,000円以上の品を事業者が提供、 対象者が

 持参する引き換え券と 交換

・ 引き換え券１ 枚につき1,000円を市が事業者へ支

 払

【 対象者】

・ 市内に住民登録のある75歳以上の方

・ 事業対象高齢者約13,000人に対し て協力 

 事業者が少ない。

・ 物価高騰により 、 1,000円では協力が難し

  いと いう 意見も 協力店から 頂いています。

・ 高齢者から 交換し たい物がないと の意見

 も あり 、 幅広い分野の新規協力店の確保

 のため事業周知が必要と 考えます。

【 事業内容】

・ 自治会、 公民館、 高齢者福祉施設、 地区の社会福祉

 協議会等が主催者と なっ て各地区ごと に開催さ れる

 敬老会の参加者で７ ７ 歳、 ８ ８ 歳の方に寿状と 記念

 品を 贈呈し ている。 記念品は令和４ 年度、 令和５ 年

 度共にブラ ンケッ ト を 贈呈し ていたが、 令和６ 年度

 以降は贈答用タ オルに見直す予定である。

・ ９ 月１ 日現在において、 市内に住所を 有し 、 当該年

 度において結婚後５ ０ 年に達する夫婦に対し 金婚記

 念品（ 夫婦茶碗） 及び慶祝状を 贈呈し ている。

【 事業内容】

・ 8月1日現在、 市内に住民登録があり 、 当該年度中に

 75歳以上になる かたに敬老記念品（ 地域通貨ネギー

 カ ード 1,000円分） を 贈呈

・ ①または②の方法で地域通貨ネギーカ ード を 使用

①敬老記念品カ タ ログに掲載さ れている特別商品の中

 から 1つ選び、 敬老記念ネギーカ ード で購入

②お店で購入のほか、 郵送または配達でき る商品を ネ

 ギーカ ード を 使えるお店で買い物を する

（ R5年度） 対象者12,289人 引換者10,312人  協力事業者 35事業所

（ R4年度） 対象者11,826人 引換者 9,769人   協力時業者 43事業所

（ R3年度） 対象者11,168人 引換者9,372人    協力時業者 50事業所    

R5喜寿記念品贈呈数2,416人、 米寿記念品贈呈数1,030人、 金婚贈呈数595組

R4喜寿記念品贈呈数1,650人、 米寿記念品贈呈数946人、 金婚贈呈数616組

行 田 市 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市
金婚等祝賀事業 満100歳の方及び毎年度最初に最高齢になる方に敬老のお祝い

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 事業内容】

・ 88歳、 99歳の方に対し て、 敬老会式典時

 に、 市長名でお祝い状と 筒を贈呈し てい

 る。

・ 100歳の方に対し て、 対象者の誕生日前

 後に、 市長名でお祝い状と 額を贈呈し て

 いる。

【 事業内容】

・ 9月1日現在、 市に引き続き1年以上居住

 し 、 住民登録をし ている満100歳の方及

 び毎年度最初に最高齢になる方にお祝い

 品を贈呈

（ R5年度） 88歳609人、 99歳61人、 100歳42人

（ R4年度） 88歳540人、 99歳58人、 100歳35人

（ R5年度） ２ ０ 名

（ R4年度） １ ５ 名

鴻 巣 市 上 里 町 美 里 町 神 川 町
鴻巣市祝敬老おも てなし 協賛店 敬老記念品事業

【 事業内容】

・ 敬老の日に合わせて市内在住の７ ５ 歳以上の方

 に対し て店舗等において割引やポイ ント サービ

 ス等を実施し ていただける祝敬老おも てなし 協

 賛店を募り 、 ８ 月号広報と 併せて店舗一覧を配

 布

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 事業内容】

・ 町内の事業所から ご提案いただいた敬老記念品を贈

 呈

・ 商品1,000円以上の品を事業所が提供、 対象者が持

 参する引き 換え券と 交換

・ 引き 換え券１ 枚につき 1,000円を町が事業所へ支払

【 対象者】

・ 8月1日現在、 町内に住民登録があり 当該年度中に75 

 歳以上になる方

（ R5年度）  75店舗
（ R5年度） 対象者 2,274人 引換率 77.4％

     協力事業所 18事業所

懸案事項



本 庄 市 熊 谷 市  深 谷 市
１ ６ ． 外国人高齢者福祉手当支給事業 外国人高齢者等福祉手当支給事業 外国人高齢者福祉手当支給事業

【 事業内容】

・ 支給額： 外国人高齢者 5,000円/月

・ 支給月： 9月・ 3月の年2回

【 対象者】 次のいずれにも 該当するも の

・ 本市に住民基本台帳に記録さ れているこ と

・ 法務大臣の永住許可を受けているこ と

・ 大正15年（ 1926年） 4月1日以前の生まれである 

 こ と

・ 国民年金その他の公的年金を受給し ていないこ と

・ 近年利用実績がなく 、 令和6年7月5日現在、 手当

 支給対象者がいないため制度継続について検討が

 必要と 考えます。

【 事業内容】

・ 支給額： 外国人高齢者 13,000円/月、 外国人障害者 30,000円/月

・ 支給月： 9月・ 3月の年2回

【 対象者】

・ 日本の国籍を有し ない者で、 外国人高齢者（ 昭和57年1月1日において

 日本に住所を有し 、 大正15年4月1日以前に出生し たも の） または、 外

 国人障害者（ 昭和57年1月1日において満20歳以上の身体障害者手帳

 1、 2級又は療育手帳 Ⓐ、 A の交付を受けていたも の） で次の全てに

 該当する方

・ 本市の住民基本台帳に記録さ れているこ と

・ 本市に引き 続き １ 年以上居住し ているこ と

・ 法務大臣の永住許可を受けているこ と

・ 国民年金その他の公的年金を受給し ていないこ と

【 事業内容】

・ 支給額： 5,000円/月

・ 支給月： 9月・ 3月の年2回にそれぞれ当月

 分までをまと めて支給

【 対象者】

・ 大正15年(1926年)4月1日以前に生まれた外国籍の

 方（ 3ヶ 月以上市内在住で永住資格を有し 、 年金

 を受給し ていない方）

近年利用者実績なし

行 田 市 秩 父 市 加 須 市 羽 生 市

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】

鴻 巣 市 上 里 町 美 里 町 神 川 町

【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】 【 対象事業なし 】

懸案事項


